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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

　
「
女
性
活
躍
、ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ

ー
と
毎
日
の
よ
う
に
聞
く
け
れ
ど
、

私
の
再
就
職
、
何
か
ら
始
め
た
ら

ら
い
い
の
」「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
か

ら
不
安
」「
仕
事
と
子
育
て
を
両
立

で
き
る
働
き
方
は
」
と
お
考
え
の

方
、
彩
り
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア
を
応

援
す
る
専
門
家
と
一
緒
に
、
楽
し

み
な
が
ら
課
題
を
共
有
し
ま
せ
ん

か
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

自
分
ら
し
い
初
め
の
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
隠
れ
た
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し

ょ
う
。
企
画・運
営
は
ア
ル
ム・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
。
　
【
日
時
】
２
月　
日
（
金
）
午
前

１６

　
時
～
正
午

１０
　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
定
員
】　

人
（
要
予
約
）

２５

　
【
講
師
】い
ろ
ど
り
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
山
本
ま
ゆ
み
氏

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
～
未
就
学
児
の

保
育
あ
り（
定
員
５
人
）。
２
月
２

日
（
金
）
ま
で
に
要
予
約

　
申
し
込
み
は
１
月
９
日
（
火
）

か
ら
、
電
話
（
４
７
２
・
０
０
６

１
）
ま
た
は
直
接
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
２
階
）
ヘ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
頭
の
け
が
や
、
脳
卒
中
な
ど
脳

の
病
気
が
原
因
で
、
記
憶・注
意・

遂
行
機
能
な
ど
脳
の
機
能
に
障
害

が
起
き
、
社
会
生
活
を
送
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
状
態
を
「
高
次

脳
機
能
障
害
」
と
い
い
ま
す
。
見

つ
か
り
に
く
く
、
外
見
か
ら
分
か

ら
ず
に
誤
解
も
受
け
や
す
い
こ
の

障
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
支

援
し
た
ら
地
域
で
暮
ら
し
や
す
く

な
る
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
ま
す
。
主
催
は
北
多
摩
北
部
地

域
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、
北
多
摩
北
部

地
域
専
門
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
支
援
セ
ン
タ
ー
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
土
）
午
後

２０

１
時
半
～
４
時
半
（
０
時　
分
開

４５

場
）
　
【
会
場
】東
村
山
市
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
（
東
村
山
市
本
町
２
ノ　
３３

ノ
２
、
西
武
新
宿
線
東
村
山
駅
東

口
か
ら
徒
歩
２
分
）

　
【
内
容
】①
基
調
講
演「
地
域
に

お
け
る
失
語
症
者
の
自
立
＆
社
会

参
加
支
援
」、講
師
は
永
生
ク
リ
ニ

ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
言

語
療
法
士
の
江
村
俊
平
氏
②
家
族

の
関
わ
り
や
経
験
に
つ
い
て
話
を

伺
い
ま
す

　
【
参
加
費
】無
料

　
【
ご
注
意
】な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
で
ご
来
場
く
だ
さ
い

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
５
・
８
１
８
１
）
へ
。

　
多
摩
地
域
の
市
町
が
発
行
し
て

い
る
郷
土
史
や
文
化
財
・
自
然
関

係
の
刊
行
図
書
が
一
堂
に
集
ま
る

「
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
」
が
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は　
市
町
の
図
書
な
ど
が

２５

展
示
・
有
料
頒
布
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
主
催
は

東
京
都
市
社
会
教
育
課
長
会
文
化

財
部
会
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
土
）
午
前

２０

　
時
～
午
後
５
時
、　

日
（
日
）

１０

２１

午
前　
時
～
午
後
３
時

１０

　
【
会
場
】立
川
市
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
ア
イ
ム
・
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
立
川
市
曙
町
２
ノ　
ノ
２
、

３６

立
川
駅
北
口
か
ら
歩
行
者
デ
ッ
キ

で
徒
歩
７
分
）

市
の
郷
土
誌
の
ご
案
内

　
「
東
久
留
米
市
史
」（
５
０
０
０

円
）
▼
「
東
久
留
米
市
史
史
料
」

（
４
０
０
０
円
）
▼
「
東
久
留
米

の
あ
け
ぼ
の
儿
考
古
学
に
み
る
東

久
留
米
の
原
始・古
代
」（
１
５
０

０
円
）
▼
「
東
久
留
米
の
江
戸
時

代
儿
文
化
財
か
ら
み
た
東
久
留
米

の
村
々
儿
」（
１
７
０
０
円
）
▼

「
東
久
留
米
の
近
代
史
儿
明
治
・

大
正・昭
和
前
期
」（
１
３
０
０
円
）

▼
「
光
の
交
響
詩
儿
写
真
で
つ
づ

る
ふ
る
さ
と
東
久
留
米
」（
１
３
０

０
円
）
▼
「
指
定
文
化
財
編
」（
７

０
０
円
）
▼
「
地
名
編
」（
８
０
０

円
）
▼
「 
板  
碑 
編
」（
５
０
０
円
）

い
た 
び

▼
「
絵
馬
編
」（
７
０
０
円
）
▼

「
明
治
時
代
各
村
地
引
絵
図
Ⅰ
～

Ⅲ
」（
５
５
０
円
～
１
０
０
０
円
）

▼「
多
摩
の
昆
虫
」（
１
０
０
０
円
）

▼「
東
久
留
米
の
野
草
」（
８
０
０

円
）
▼
「
東
久
留
米
の
野
鳥
」（
９

０
０
円
）
▼
「
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
第
６
集
～　
集
」（
５
０
０
円

４１

～
３
０
０
０
円
）
▼
「
ふ
る
さ
と

マ
ッ
プ
」（
２
０
０
円
）
な
ど

　
こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
生
活
文
化

課（
市
役
所
２
階
）、郷
土
資
料
室

（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
内
）
で

有
料
頒
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
）、
郷
土
資
料
室
、
中
央
・
滝

山
・
東
部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図

書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

　
新
た
に
成
人
し
た
皆
さ
ん
の
門

出
を
祝
福
し
、「
成
人
の
日
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
１
月
８
日
（
祝
）
▼
１

回
目
（
午
前　
時
半
か
ら
）
＝
久

１０

留
米
中
学
校
・
西
中
学
校
・
南
中

学
校
の
通
学
区
域
の
方
▼
２
回
目

（
午
後
１
時
半
か
ら
）
＝
東
中
学

校
・
大
門
中
学
校
・
下
里
中
学
校
・

中
央
中
学
校
の
通
学
区
域
の
方

　
※
い
ず
れ
も
式
典
開
始　
分
前

３０

か
ら
受
け
付
け
。

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
内
容
】式
典
、ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
、
津
軽
三
味
線

　
【
対
象
】平
成
９
年
４
月
２
日
～

　
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

１０
　
【
ご
注
意
】同
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
公
共
交

通
機
関
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
路
上
駐
車
・
近
隣
店
舗
へ
の

駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
車
で
お
越
し
の
際
は
、
近

隣
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
障
害
の
あ
る
方
に

は
駐
車
場
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

市
文
化
協
会
☎
４
７
７
・
４
７
０

０
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
【
お
願
い
】新
成
人
の
皆
さ
ん
に

は
、
す
で
に
案
内
状
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
方
や　
１１

月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、

同
協
会
ま
た
は
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
☎
４
７
０
・
７
７
８
４
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
【
そ
の
他
】式
典
は
手
話
通
訳
が

あ
り
ま
す
▼
中
学
校
卒
業
時
の
恩

師
の
先
生
に
も
出
席
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
▼
式
典
終
了
後
は
、

同
セ
ン
タ
ー
２
階
に
歓
談
の
部
屋

を
用
意
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
同
協
会
ま
た
は
同
係

へ
。

サ
ー
ク
ル
見
学
会

　
市
内
在
住
の
方
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
（
各
種

団
体
）
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

活
動
の
見
学
・
公
開
を
実
施
し
ま

す
。
見
学
を
希
望
す
る
方
は
、
サ

ー
ク
ル
活
動
日
に
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
そ
の
サ
ー
ク
ル
の
雰
囲
気
を

体
感
で
き
ま
す
。

　
【
日
程
】
３
月
５
日
（
月
）
～　
２５

日
（
日
）

　
【
会
場
】同
セ
ン
タ
ー
内
の
各
団

体
の
活
動
場
所

　
【
定
員
】各
団
体
に
よ
っ
て
決
定

　
【
費
用
】
無
料

　
各
団
体
の
日
程
や
情
報
は
、
同

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
団
体

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま
た
は
同
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

ww.higashikurume-lll.jp/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
見
学
希
望
の
方
は
、
各
団
体
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
の
上
、
当

日
直
接
会
場
へ
。

参
加
サ
ー
ク
ル
募
集

　
「
サ
ー
ク
ル
活
動
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」「
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
る
」
な
ど
の
希
望
が
あ
る

サ
ー
ク
ル
に
と
っ
て
は
、
Ｐ
Ｒ
の

機
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
サ

ー
ク
ル
見
学
会
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
　
【
対
象
】同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル

　
申
し
込
み
は
１
月　
日
（
水
）

３１

ま
で
に
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
７
８
１
１
へ
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
豊
か
な
経

験
を
持
つ
市
民
講
師
が
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
市
民
同
士
の
学
び
合

い
の
場
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

各
講
座
の
共
通
事
項

　
【
時
間
】「
午
前
」
が
午
前　
時
１０

～
正
午
、「
午
後
」が
午
後
１
時
～

３
時
　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

【
受
講
料
】
各
講
座
（
３
回
コ
ー

ス
）＝
３
０
０
円（
基
礎
資
料
代
）

　
※
講
座
に
よ
っ
て
は
、
他
に
教

材
費
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
１
月　
日
（
水
）

１７

ま
で
に（
必
着
）、は
が
き
に
講
座

名
（
複
数
可
）・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
儿
０
０
５
４
、
中
央
町

２
ノ
６
ノ　
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

２３

ー
内
、
N
P
O
法
人
東
久
留
米
市

文
化
協
会
事
務
局
「
市
民
大
学
短

期
コ
ー
ス
申
し
込
み
」
係
宛
て
郵

送
を
。
１
月
７
日
（
日
）
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子
申
請
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
１
月

　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
か
ら
同

１８協
会
で
抽
選
。
応
募
者
が　
人
に

１０

満
た
な
い
講
座
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
☎
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

講

座

案

内

　
【
３
回
コ
ー
ス
】

●
知
っ
て
お
き
た
い
投
資
の
基
礎

＝
２
月
１
日
・
８
日
・　

日
、
い

１５

ず
れ
も
木
曜
日
の「
午
前
」。
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
の
考
え
方
と
投
資
の
基

礎
、 
i
D
e
C
o 
と 
N
I
S
A 
に

イ
デ
コ 

ニ
ー
サ

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
定
員　
人
。

２４

講
師
は
伊
藤 
魅
和 
氏
。
筆
記
用
具

み
わ

持
参

●
今
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
具
体
的

終
活
の
進
め
方
＝
２
月
２
日
・
９

日
・　

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
の

１６

「
午
後
」。終
活
の
意
味
と
は
。具

体
的
に
何
を
ど
う
す
べ
き
か
。
そ

の
方
法
と
は
。
定
員　
人
。
講
師

２４

は 
八
倉
巻 
恭
子
氏
。
教
材
費
５
４

や
ぐ
ら
ま
き

０
円
。
筆
記
用
具
持
参

●
中
国
水
墨
画
＝
２
月
２
日
・　
１６

日
、
３
月
２
日
、
い
ず
れ
も
金
曜

日
の「
午
前
」。
墨
と
彩
色
を
施
す

中
国
四
千
年
の
歴
史
の
あ
る
奥
深

い
水
墨
画
。定
員　
人
。講
師
は 
劉 
り
ゅ
う

１８

 
偉 
氏
。
半
紙
、
墨
汁
、
筆
１
本
、

い台
布
巾
、
小
皿
２
枚
、 
筆
洗 用
コ

ひ
っ
せ
ん

ッ
プ
、
新
聞
紙
２
枚
持
参

●
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
読
む
＝
２

月　
日
・　

日
・　

日
、
い
ず
れ

１３

２０

２７

も
火
曜
日
の「
午
後
」。
初
心
者
で

も
理
解
し
や
す
く
、
作
品
の
成
立

の
過
程
や
周
辺
に
あ
る
事
項
な
ど

に
つ
い
て
の
お
話
。
定
員　
人
。

２４

講
師
は
関
口
正
章
氏
。
筆
記
用
具

持
参

●
集
団
の
中
で
の供
気
に
な
る
子
僑

に
想
い
を
よ
せ
て
＝
２
月　
日
・

１３

　
日
、
３
月　
日
、
い
ず
れ
も
火

２７

１３

曜
日
の「
午
前
」。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
や
学
習
に
つ

ま
ず
き
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
心

を
寄
せ
ま
す
。
定
員　
人
。
講
師

１８

は
長
坂
有
里
子
氏
。
筆
記
用
具
、

は
さ
み
（
貸
し
出
し
可
）
持
参

●
音
訳
初
級
コ
ー
ス
（
入
門
編
）

＝
２
月　
日
、
３
月
２
日
・
９
日
、

２３

い
ず
れ
も
金
曜
日
の「
午
後
」。
文

字
が
読
み
づ
ら
い
人
の
た
め
に

「
声
の
広
報
」
な
ど
を
読
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
定
員　
人
。
講
師
は

１８

山
本
日
出
男
氏
。
教
材
費
２
０
０

円
。
筆
記
用
具
持
参

●
初
心
者
の
た
め
の 
E
x
c
e
l 

エ
ク
セ
ル

２
０
１
６
＝
３
月
６
日
・　

日
・

１３

　
日
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
「
午

２０後
」。表
計
算
ソ
フ
ト
E
x
c
e
l

２
０
１
６
を
初
め
の
第
一
歩
か
ら

勉
強
し
ま
す
。
応
募
条
件
は
、「
W

i
n
d
o
w
s　
」の
環
境
で「
E

１０

x
c
e
l
２
０
１
６
」
が
搭
載
さ

れ
、
マ
ウ
ス
の
利
用
が
で
き
る　
１５

型
以
上
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持

参
で
き
る
方
。
定
員　
人
。
講
師

１０

は
渋
沢
達
男
氏

●
や
さ
し
い
水
彩
画
初
級
講
座
＝

３
月
８
日
・　

月
・　

日
、
い
ず

１５

２２

れ
も
木
曜
日
の「
午
前
」。
基
礎
か

ら
学
ん
で
楽
し
く
水
彩
画
を
描
き

ま
せ
ん
か
。
簡
単
に
描
け
ま
す
。

定
員　
人
。
講
師
は 
渡
部  
眞
介 氏
。

わ
た
べ 
し
ん
す
け

２４
教
材
費
３
０
０
円
。
水
彩
絵
の
具

一
式（
色
鉛
筆
可
）、画
用
紙
ま
た

は
ス
ケ
ッ
チ
帳
（
Ｆ
４
・
Ｆ
６
の

大
き
さ
）、
鉛
筆
（
２
Ｂ
・
４
Ｂ
）

持
参

●
麺
（
う
ど
ん
・
そ
ば
）
打
ち
体

験
教
室
＝
３
月
９
日
・　

日
・　
１６

２３

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
「
午
前
」。

体
験
に
よ
り
高
齢
者
交
流
の
場
を

広
げ
、
家
族
に
も
喜
ば
れ
る
趣
味

を
身
に
付
け
る
。
定
員　
人
。
講

２４

師
は
石
野
忠
氏
。
教
材
費
２
５
０

０
円
。
筆
記
用
具
持
参

　
市
で
は
、
自
由
学
園
、
東
久
留

米
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
会
な

ど
の
協
力
に
よ
り
、
環
境
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
「
冬
の
渡
り
鳥
観
察
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
落
合
川
周
辺
や
自
由

学
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
、
野
鳥

の
紹
介
を
聞
き
ま
す
。
そ
の
中
で

市
内
に
も
多
く
の
野
鳥
が
生
息
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
、
野
鳥

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
貴
重
な
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
２
月　
日
（
祝
）
午
前

１１

８
時
に
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

集
合
、
正
午
ご
ろ
解
散
予
定

　
【
対
象
】
ど
な
た
で
も

　
※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。

　
【
定
員
】
先
着　
人
程
度

２５

　
【
参
加
費
】１
人
１
０
０
円（
保

険
代
。
当
日
集
金
）

　
申
し
込
み
は
１
月　
日
（
月
）

１５

午
前
９
時
～　
日
（
月
）
午
後
５

２９

時
に
、
件
名
に
「
渡
り
鳥
観
察
会

参
加
希
望
」
と
明
記
し
、
本
文
に

参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名・住
所・

年
齢
・
電
話
番
号
・
双
眼
鏡
貸
し

出
し
の
有
無
を
記
入
の
上
、
電
子

メ
ー
ル
（kankyoseisaku@

city.h
igashikurume.lg.jp

）
で
環
境
政

策
課
宛
て
送
信
、
ま
た
は
同
内
容

を
電
話
（
４
７
０
・
７
７
５
３
）

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

「
冬
の
渡
り
鳥
観
察
会
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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～～～～～～～～～～

～
心
の
声
に
耳
を
す
ま
そ
う
～
」」」」」」」」」」」

市
民
交
流
事
業

を
開
催
し
ま
す

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催
市
民
企
画
講
座

～
私
ら
し
い
働
き
方
レ
シ
ピ
～
」

を
開
催
し
ま
す
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「
第　

回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
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を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

１
月
８
日
（
祝
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す

成
人
の
日
の
つ
ど
い

市
民
大
学
短
期
コ
ー
ス

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

「
失
語
症
に
か
く
れ
た
高
次
脳
機
能
症
状

「
再
就
職
は
じ
め
の
一
歩

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
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サ
ー
ク
ル
見
学
会
の
開
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見
学
会
参
加
サ
ー
ク
ル
ののののののののののののののののののののののののの

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
のののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららら

募
集
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

サ
ー
ク
ル
見
学
会
の
開
催

サ
ー
ク
ル
見
学
会
の
開
催
とと

見
学
会
参
加
サ
ー
ク
ル

見
学
会
参
加
サ
ー
ク
ル
のの

募
集
の
お
知
ら

募
集
の
お
知
ら
せせ


